


















































































































































































































































































































※2003年秋からは､ 次の建替対象である楽只第３ ･ ４棟の住民によるワークショップが始まっ
ている。
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おわりに
　90年代末以降，京都市内の同和地区では改良住宅の建替が行なわれてきた。各地区で住民と
行政が協力連携した計画づくりを目指す動きが始まっている。今後も住宅や地域の住環境のあ
り方について，住民が主体的に取り組み，方向性を出していくことが求められている。改良住
宅と並んで整備された多様な地区施設についても，一般施策化の中で周辺地域への開放や共同
利用が進んできた。その中で，これらの施設をどう活用し，地域社会との連携を深めていくか
が改めて問われようとしている。
　これら建替，地区施設の活用は，いずれも早急かつ綿密な対応を要する課題であると同時
に，「まちづくり」という一つの大きな課題として捉えることができる。すなわち，これらは
各々別個の課題としてあるのではなく，まちづくりというテーマの中で相互に密接な関連性を
持っており，総合的に取り組んでいく必要がある。
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